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特集

人材育成を
ネットワーク化する
「訪問看護師不足」が喫緊の課題となっています。しかし、各ステーショ
ンが個別に人材育成を行なうには限界があります。人は欲しい、でも十
分に教育的関わりをしている余裕はない……。そんな状況を打開しよう
と、複数の組織で協働し、人材育成に取り組む試みが各地で始まって
います。現場はもちろん、大学や業界団体、行政などがタッグを組んで、
組織的に人材育成を行なおうというものです。新卒看護師をはじめ、潜
在看護師や病院看護師、そして現任者への教育的サポートも視野に、
各実践をご報告いただきます。

どうする⁉　訪問看護師不足
ネットワークをつかった人材育成が鍵に◉山田雅子
課題解決型高度医療人材養成プログラム事業
◉石橋みゆき・市村尚子

【実践事例】
❶�「きらきら訪問ナースの会」◉山田雅子・佐藤直子
❷�千葉県訪問看護実践センター＜続報＞�
◉長江弘子・吉本照子・辻村真由子
❸�セコム株式会社新卒育成新プログラムへの移行�
◉小西優子
　“一人前”になってからの課題◉小西優子
❹東京都「訪問看護教育ステーション」モデル事業◉平原優美
　訪問看護人材確保に向けた東京都の取り組み◉榊美智子

“病院育ち”の看護師のための「在宅」のススメ◉三井さよ

INTERVIEW マグネットステーション
柴田三奈子さん（山の上訪問看護ステーション）

本号責了直前の7月8日、精神科�
病棟の居住施設への転換を認

める方針が示されました（p.671に関
連ニュース）。空いた病棟を改修して
住めば、ほとんどを病院の敷地内で
過ごすことにもなりかねません。精神
科医療でも「地域移行」がめざされ、
障害者権利条約もようやく批准した
のに、「今（長期入院）よりマシな現
実的な方策」として納得するしかない
のでしょうか。本特集でご報告いた
だいた数々の取り組みや事例とは対
照的で、やりきれぬ気持ちに。巻頭
の寺田さんが言う、精神科病院と地
域の間の“深くて暗い河”も渡ってこら
れるようにという願いを表紙に込めま
したが果たして……。問題は解決し
ないに違いないけど、なんとか今日
を生きている。精神科訪問看護の深
みが迫りくる特集です。…杉本

取材のため、「訪問看護ステー
ション元」にうかがったときのこ

と。ミーティング前なのにすでに話し
声が……？と思ったら、電話で話す
スタッフさんの声でした。その後の
ミーティング中にも、取材中にも、
ひっきりなしに電話のベルが鳴ってい
ます。これが元の日常なのだと、とて
も印象的でした。◎精神障害をもつ
人のグループホーム建設に対して、
関東地方のとある診療所が受付で反
対署名を集めている、ということがイ
ンターネットで話題になっています。
“深くて暗い河”の存在に暗澹たる気
持ちになりましたが、河を渡る船頭に
なる人が増え、渡ってくる人が増えれ
ば、河の深さも変わるはず。本号が、
そんな地域をつくる一助になれば幸
いです。…栗原
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